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② 主自覚症状の割合は.療病が 60症例 (54%)と最も多く,次いで口腔異常感 23







⑤ 単独の CaDdJ'da属菌種が分離 ･同定される症例よりも,複数の CaDd)'da属菌種
が分離 ･同定される症例のほうが,唾液分泌量が有意に低下 していた｡また
CaDd)'da属菌種の菌量が多い程唾液分泌量が有意に低下するとともに,口腔乾燥
感や味覚異常の割合が増加した｡
⑥ 抗真菌薬による治療では82%の患者に主自覚症状の改善が認められ.特に口腔異
常感を主自覚症状とした症例の改善率は91%と他の主自覚症状に比し高くなって
いた｡
以上の結果より.口腔カンジダ症の発症には唾液分泌量の低下による口腔環境の悪
化ならびに基礎疾患の有病率など全身的要因の関与が示唆されたoCaDd)'da属菌種
と唾液の関係では唾液分泌量の低下が CaDdJ'da属菌種数の増加ならびに菌量の増加
を引き起こしている可能性が考えられたが,自覚症状が多様化するのは,菌種数では
なく菌量による影響を受けることが示唆された｡抗真菌薬治療では口腔カンジダ症の
自覚症状の改善では.口腔乾燥感とは異なるザラザラ感 ･とリヒリ感といった口腔異
常感の改善率が高かったことから,今後.症例の積み重ねは必要であるが口腔異常感
は口腔カンジダ症に固有な自覚症状である可能性が推察された｡
本研究は.口腔カンジダ症の自覚症状と口腔環境因子との関係を,唾液分泌量や義
歯装着などの局所因子,患者背景など全身的因子.真菌培養検査結果.抗真菌薬の治
療効果など多方面から検証を行い臨床上有用な知見を示していることから.審査委員
会は本論文に博士 (歯学)の学位論文としての価値を認める｡
